
令和８年度　横浜市中央図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・竣工（子どもフロア及び外構　３月）
・設計（地下１階）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・コンテンツ制作完了（３月）

・電子書籍の提供コンテンツ点数(年度末時点：
19,000点）
・利用促進に向けた広報等の取組の実施（年間）

・区民利用施設や読み聞かせボランティアと連携した
おはなし会の開催（２回）

・見せ方を工夫した展示の実施（３回）

・小学生向けワークショップの実施（８月）

・関連資料展示の実施（５回）

・親子向けおはなし会での絵本セットのＰＲ（月４
回）

・３歳からのおはなし会の開催（月２回）

・子育て相談会の開催（４回）

・映画、現代アート、まんが、アニメ、工芸関連資料
の収集（120冊）

・日本語紹介図書について、日本語学習資料だけでな
く、社会・文化について取り扱った資料にも留意して
更新（50冊）

・シニアに役立つ医療・住環境に関する資料、横浜グ
リーンエクスポを踏まえた植物・生態系に関する資料
の収集（80冊）

・障害への理解を深めるための資料、防災に関する資
料の収集（150冊）

・周年を迎える市内企業の社史、大学の紀要、図録な
ど、一般流通していない資料や貴重資料などの充実
（20冊）

・デイジー図書のタイトル数（1,680冊）

・点字ワークショップの開催（８月）

・コーディネート力研修の実施（１回）
・地域子育て支援拠点や地区センター等との定期的な
情報交換の実施（９回）

・企画・演出力研修の実施（１回）
・各課で、関連研修の受講（１回）、職場内での意見
交換（1回）

6

読書バリアフリーの推進

・視覚障害者等への対面朗読の実施、録音図書・テキストデイジーの貸出・製作を行います。
　また、来館が困難な障害のある方への図書の配送貸出を実施し、読書を支援します。

・小学生を対象とした点字ワークショップを開催し、読書バリアフリーについて啓発します。

7

司書の人材育成

司書職向けに、選書、レファレンス、児童サービス等の専門研修を行います。さらに、図書館ビジョンの推進に向
け必要な能力を育成するため、新たに以下の研修を行います。

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

4

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・３歳から未就学児対象のおはなし会を新たに開催します。

・地域子育て支援拠点と連携し、子育てサポーターによる相談会を開催します。

5

図書館資料の充実に向けた取組の実施

・あらゆる世代・多様なニーズに対応した図書の収集を行います。

2

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・中央図書館１階の「のげやま子ども図書館子どもフロア」に導入するイマーシブコンテンツの制作を進めます。

・電子書籍・電子雑誌の拡充を進めるとともに、利用促進に取り組みます。

3

読書活動の推進

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

目標

1
市立図書館の再整備・機能拡張の検討

・中央図書館１階の「のげやま子ども図書館子どもフロア」及び外構の整備、地下１階の改修を行います。


